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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、古くから中国人の宗教、娯楽、日常生活の各領域において重要な位置を占めてきた伝統劇（原文
は「戯曲」）が、革命と戦争の二〇世紀にあって、いかなる役割を果たし、どのような変遷を遂げたのかを実証
的に明らかにすることにより、伝統劇が現代中国文化のなかに占める位置を検証しようとするものである。 
 本論文は、全四部、一〇章からなり、二〇世紀初頭から文化大革命終了までの時期をほぼ時間に沿って、伝
統劇改革に携わった役者、知識人、政党などの動きを追い、具体的な改革の成否を検討した。 
 第一部は、湖南省の名士の出身で新しいタイプの知識人でありかつ役者でもあった欧陽予倩の一九一〇年代
末から三〇年代初めにかけての伝統劇改革を取り上げた。 
 第一章では、五四新文化運動時期に展開された伝統劇批判を整理し、そのなかで欧陽予倩の論がどのような
特徴を持つものであるのかを明らかにした。まず、『新青年』や『戯劇』に拠る知識人の批判の特徴が、伝統劇
の体現する古い儒教的価値観や非写実的な舞台に対する全否定として提起されたことを明らかにし、それはこ
れまで政治運動の一環としてとらえられてきたことを述べたあと、予倩の論が、台本、書評、演劇論の理論面
と新しい役者を養成する実践面の両方にわたる周到なものであり、伝統劇改革を演劇の問題としてとらえ、役
者自身の蘇りを目指した唯一の論であることを示した。 
 第二章では、一九一九年から一九二二年まで運営を任された、中国最初の学校制度に基づく京劇役者の養成
機関である南通伶工学社における欧陽予倩の取り組みを明らかにした。まず、南通伶工学社の教育方針、付設
劇場の運営、上演方法、観客への要求など多岐にわたる演劇文化の総体を刷新しようとした試みを分析し、次
いで、それらが結局失敗に終わった理由に、学社の設置者である張謇たち旧知識人との意識の落差、学生の質
とカリキュラムの問題、優れた台本が編めなかったことの三点を挙げ、検証した。 
 第三章では、伶工学社を辞任後、広東戯劇研究所に着任するまでの欧陽予倩の演劇活動と、広東戯劇研究所
が成立するまでの広東における演劇界の情況を、主に『申報』、『広東民国日報』などによって明らかにした。
後者では、広東戯劇研究所が広州の演劇界に与えた影響から見て重要だと思われる白話劇を中心にその流れを
明らかにし、戯劇管理の歴史とその実態の解明も行った。また、研究所成立直後に行われた南国社の広州公演
についてもその実態を明らかにし、広州の観客に与えた影響を分析した。 
 第四章では、広東戯劇研究所の活動を編年体で整理したあと、研究所の演劇学校の教育方針の特徴を検討し、
次いで、広州演劇界に与えた影響を、話劇と伝統劇（粤劇）とに分けて分析した。話劇では、広州における話
劇の普及や学校劇運動の指導的役割を果たしたこと、方言上演を試みたことなどが指摘できる。粤劇では、公
演は一度しか行われず、際立った成果は挙げられなかったものの、予倩の新歌劇をめざす試みがその舞台に提
示されていることを明らかにした。 
 第二部は、五四新文化運動によって育った五四知識人がどのように伝統劇に向かい合ったかを考察する。 
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  第五章では、余上沅の国劇運動を取り上げた。国劇とは、中国を代表する演劇の意である。もともと伝統劇
には否定的で、話劇に与していた余上沅が、留学先のアメリカで、ラインハルトやゴードン・クレイグの「上
演芸術の新潮流」と伝統劇の写意性に共通性を見いだし、アイルランド文芸復興運動の影響も受け、「中国人が
中国の材料を用いて中国人のために演じる中国劇」を、伝統劇に改造を加えることによって創造しようとした
経緯を『晨報副刊』などの資料を駆使して明らかにしている。 
 第六章では、五四知識人である中国共産党の党員たちが文芸を用いて革命宣伝を行った文工団（文芸工作団）
について、その形成過程や任務などを明らかにした。また、文工団の組織する闘争大会の果たした役割につい
ても分析を加え、それが極めて演劇的特質を持つものであることを街頭劇との類似性に注目しながら示した。 
 第三部は、日中戦争後の中国共産党支配地区で進められた伝統劇の改革を取り上げた。 
 第七章では、延安における京劇改革の中心である延安平劇研究院の京劇改革の実態を『解放日報』などに拠
り明らかにした。改革の責任者阿甲の三段階論が党側の文芸政策によって否定され、平劇研究院ではなく、党
校のアマチュア劇団によって京劇改革の代表作が上演されるに至る経緯を分析し、従来言われている政治宣伝
劇としての側面だけではなく、上演芸術における新しい試みに注目すべき点があることを指摘した。 
 第八章では、陝西省全域に流布する地方劇である秦腔と郿鄠戯の改革を進めた陝甘寧辺区民衆劇団の演劇活
動を取り上げた。まず、民衆劇団の成立、演劇活動にかかわる情況を整理し、民衆劇団が農民たちから大歓迎
を受けていた実態を明らかにした。劇団の特徴は、一カ月以上の長期にわたる旅公演が頻繁に行われていたこ
と、芝居の質的向上が組織的に図られていたこと、優れた現代物の新作台本が多く生まれたことにあることを
示した。次いで、民衆劇団の座付き作者であった馬健翎の劇作の特徴を分析し、フランスのウェル・メイド劇
に類似した特徴をもつこと、それは伝統演目の特色をうまく現代物のなかに生かすことによって達成されてい
ることを明らかにした。 
 第九章では、魯迅芸術学院による秧歌劇の改革から、新歌劇の創作へと進み、新歌劇『白毛女』が誕生する
までの経緯とその劇作が持つ意味を分析した。まず、『白毛女』説話の延安への伝播と受容の経緯を明らかにし
たうえで、新歌劇の上演形態が確立してゆく過程を整理した。次いで、山中で毛女となった女性が共同体に帰
還する、『白毛女』に類似した物語の存在に着目し、『白毛女』の物語もその一変種と考え、白毛仙姑（毛女）
が貧民の娘に生まれ変わった背景に、「時代に固有の論理」があることを指摘した。 
 第四部は、中華人民共和国成立後の伝統劇改革を取り上げる。 
 第十章では、建国後の京劇の現代物創作の流れを追い、創作の頂点が、六四年の現代物コンクールで上演さ
れた作品にあることを明らかにし、それらに基づいて革命模範劇が作製されたことを示した。なかでも最高作
と言われる『紅灯記』の劇作術を分析し、そこには人気の高い伝統演目と同様のストーリー構成がはめ込まれ
ていること、また死と再生のモティーフが組み込まれていることを指摘した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 中国の戯曲は、古くから宗教、娯楽、日常生活の各領域において重要な位置を占めてきているが、本論文は、
この伝統的な演劇が二十世紀の中国においてどのような役割を果たし、またどのように改革されていったのか
を、役者、知識人、政党などの活動を追いながら、実証的に明らかにしたものである。全体で四部、十章から
成っているので、以下その構成に即して論評を加える。 
 まず前書きにおいて、中国の伝統劇が祭祀活動、娯楽、情報源の三つの面から民衆の生活に欠かせないもの
であったことを述べ、その上で二〇世紀の中国文化の中で伝統劇がどのように位置づけられたのかという本論
文の問題設定を行っている。それを承けて、ほぼ時間軸に即して問題点が取り上げられており、第一部の「欧
陽予倩と伝統劇の改革」では、清朝末期に日本に留学した新しいタイプの知識人であり、かつ役者でもあった
欧陽予倩が、教育機関や研究所などを通して、伝統劇をどのように改革していったのかを解明している。まず
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第一章で欧陽予倩の演劇論について検証し、政治運動の一環として捉えられていた伝統劇批判を、彼が演劇の
問題として捉え直し、台本、書評、演劇論の理論面と、新しい役者を養成する実践面の両方から、独自な論を
うち立てたことを明らかにしている。その上で、第二章から第四章において、彼が直接運営に関わった役者の
養成機関である、南通伶工学社と広東戯劇研究所の活動情況を詳細に検討して、一九二〇年代における中国の
演劇界の情況と、そこに果たした欧陽予倩の役割とを解明している。これによって、欧陽予倩の演劇改革の特
徴が浮き彫りにされており、その研究に大きな一歩を印したと言うことができる。また当時の演劇学校や演劇
界の情況について、詳細な分析が示されていることも評価される。とくに広東戯劇研究所をめぐっては、広東
の演劇界の情況や、研究所付属の演劇学校の教育方針について、『申報』、『広東民国日報』などから資料を丹念
に拾い上げて考察を進めており、資料集としても貴重な意義を持っている。 
 第二部の「五四知識人と伝統劇の改革」では、五四新文化運動によって育った五四知識人たちが、どのよう
に伝統劇に向かい合ったのかという点を論じている。第五章では、アメリカ留学中にラインハルトやゴードン・
グレイグらの演劇に影響を受けた余上沅が、伝統劇に改造を加えることで中国を代表する新たな演劇を創造し
ようとした、いわゆる国劇運動を取り上げ、また第六章では、共産党の宣伝活動を担った文芸工作団の役割、
および街頭劇と類似するその演劇的特質について取り上げている。いずれも伝統劇 を新しい演劇の創造に活用
した点に着目した問題設定で、本論文の持つ視野の広さと筆者の柔軟な思考力とを窺わせている。従来の研究
では、詳細な検討が行われていなかった問題点であり、『晨報副刊』などの新聞記事から資料を掘り起こしてい
る点も、高く評価される。 
 第三部の「抗日と伝統劇の改革」では、日中戦争後の中国共産党支配地域で進められた伝統劇の改革につい
て論じている。第七章では、共産党の拠点であった延安における 延安平劇研究院の京劇改革の実態について論
じ、党の文芸政策との不一致から、研究院ではなくアマチュア劇団によって京劇改革の代表作が上演された経
緯などを明らかにしている。続く第八章では、延安を含む陝西省の地方劇である秦腔と 戯に関して、その
改革を進めた民衆劇団の活動を明らかにし、座付き作者であった馬健 の劇作について分析している 。そして、
伝統的な演目を現代物に生かす点に馬健 の劇作の特徴があることを論じている。馬健 に対しては、日本は 
もとより中国の研究においても、これまで正当な評価が与えられておらず、本論文によってその活動に光が当
てられ、再評価が行われたことは、大きな意義を持つと言える。第九章では、魯迅芸術学院による地方劇の改
革と、新歌劇の創作について取り上げ、とくに当時を代表する新歌劇「白毛女」が誕生するまでの経緯と、そ
の意義とを明らかにしている。いずれも共産党支配地域における演劇活動であるが、それが必ずしも政治主導
で行われたものでなく、むしろ演劇家や劇団員、あるいは享受者である民衆の意見が優先されていたことが明
らかになったことの意義は大きい。 
 第四部の「中華人民共和国と伝統劇の改革」では、中華人民共和国成立後の伝統劇改革を論じ、革命模範劇
として喧伝された作品が、伝統劇の構成やモチーフを援用していることを、その代表作である「紅灯記」を例
に分析し、解明している。従来、その政治的意義が強調されがちであった革命模範劇に対して、演劇として正
当に分析を加え、伝統劇との関連を明らかにしただけでなく、死と再生のモティーフが組み込まれていること
などを指摘して、演劇的な意義の解明を行ったことは高く評価される。 
 後書きでは、本論文を総括した後、さらに今後の問題点として、梅蘭芳ら京劇の名優による改革と、一九四
〇年代後半に上海を中心に行われた地方劇の改革について、その検討の必要性を挙げている。これらの点が本
論文に含まれていれば、より十全な内容になったと惜しまれるが、執筆に至らなかった理由が、脚本などの基
礎資料が十分に保存されていない、あるいは公開されていないなど、研究環境の不備に由来するものである 以
上は、やむを得ないものと判断される。今後環境が改善されて、資料不足が克服されれば、氏によって十全な
解明がなされるものと期待される。 
 中国の戯曲に対する研究は、十三世紀以降の古典劇に関するものが大半であり、二十世紀を対象とする先行
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研究は、日本のみならず中国においてもきわめて少ない状態にある。それは複雑な政治情況と密接に関わる面
を持っていたがゆえに、必要な資料を掘り起こすことが困難であったことも一因であった。近年政治的な縛り
が緩められ、資料の閲覧や自由な議論が徐々に許容されつつある。したがって、今後この分野での研究が深化
されることが期待されるが、本論文がその際の出発点となることは間違いない。その意味でも、本論文は学界
に資するところ誠に大であると言えよう。 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
 
 
 
 
